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令和７年度一般会計予算を可決
内

容
６令和７年度一般会計予算を可決令和７年度一般会計予算をを可決計予算を

令和６年度一般会計補正予算を可決
議議

議令和６年度一般会計補正予算を可決
議会報告会を開催しました

（桜と野鳥）

若浦中学校
（令和6年2月5日月撮影）

ご覧いただけます。
議会だよりはこのコードから

ご覧いただけます。
会だ議会だ

中筋小学校 6年4組

池内・高野小学校 6年生

中筋小学校 6年3組

由良川小学校 6年生

中筋小学校 6年2組

中筋小学校 6年1組

岡田小学校 6年生

まちの未来を担う子どもたち
議会をもっと身近に

まちの未来を担う子どもたち
議会をもっと身近に



　令和7年3月定例会は、2月25日から3月27日までの31日間開催されました。市長から提案された議案は、令
和7年度予算9件、令和6年度補正予算3件、条例19件、その他4件の35議案、議会提案の「舞鶴市議会委員会
条例の一部を改正する条例制定」「舞鶴市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例制定」と合わせて
37件を審議した結果、全議案を原案のとおり可決・同意しました。加えて、審議した請願1件を不採択としました。

● 西消防署の移転整備や中央図書館建設に係る実施設計をはじめとする次世代に引き継ぐ拠点施設の整備など
大型事業が計画され、市制施行以来、過去最高額となった令和7年度一般会計予算404億9092万円を可決

● 給食費の高騰対策や福祉事業所への負担軽減対策をはじめとする物価高騰対策、地域経済を下支えするまい
づるプレミア商品券2025発行事業などのほか、重要文化財赤れんが倉庫6号棟の保存整備など、令和6年
度一般会計補正予算を可決

● 企業版ふるさと納税を活用する「舞鶴市ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例制定」や、国民健康保険法
施行令の改正に伴い所要の改正を行う「舞鶴市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定」などを可決

令和 年年令令和和7年年
月月定定例例会会会会会月月月月定定定定例例例例会会会会
あらましししししししあああああああらららららららまままままままししししししし

令和7年
3月定例会
のあらまし

● 西消防署の移転整備や中央図書館建設に係る実施設計をはじめとする次世代に引き継ぐ拠点施
大型事業が計画され、市制施行以来、過去最高額となった令和7年度一般会計予算404億909
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のののののの
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3月3333月月月月3月
のののののののあ

令和7年度当初予算690億8188万円

未来に希望がもてる活力あるまち・舞鶴の実現
～３つの基本施策～

令和7年度当初予算690億8188万円

未来に希望がもてる活力あるまち・舞鶴の実現
～３つの基本施策～

提案された主な施策など

こどもの居場所、図書館分館機能強化が
図られる中総合会館1階ロビー

　不妊・不育治療に要する経済的負担を軽減するため、助成制度の補助率及び上
限額の見直しを実施する。
中総合会館の1階ロビーに自学スペース、Wi-Fi環境を新設し、こどもの居場所、
図書館分館として機能の強化充実を図り、こども・若者の居場所づくり・体験活
動の取り組みなどの活動に対する支援を拡大する。
　中学校の給食費無償化を通年で実施するとともに、3学期からは小学校でも無償
化を実施することに加え、学校のトイレ環境の改善では、重点事業に位置付け洋
式化率80％を目標に掲げスピード感を持って強力に推進する。

1希望がもてるまちづくり

　施設の老朽化が進んでいる舞鶴親海公園について、来園者が安全・安心に釣り
を楽しんでいただけるよう海釣り護岸の改修、リニューアルを行うことに加え、
文化公園体育館では、レスリング場、剣道場、柔道場への空調設備導入をはじめ、
スポーツ施設の改修や高機能化を図る。
　中央図書館基本設計に基づき、図書館再編の司令塔となる中央図書館の実施設
計を行うとともに、図書館の利用拡大や機能向上、サービスの強化などに向けた
取り組みを展開していく。
　国土交通省が進める「プロジェクト プラトー」に参画し、まちづくりのDX（デジ
タル・トランスフォーメーション）に着手する。また、公共ライドシェアmeemo
（ミーモ）に新たなアプリを導入することで、地域における移動手段の定着と利便
性の向上を目指す。

3魅力あるまちづくり

図書館再編の司令塔となる中央図書館
（仮称）舞鶴市立中央図書館　外観イメージ
提供：株式会社遠藤克彦建築研究所　（基本設計時点）

　孤立する恐れの高い地域に対し、住民避難や物資輸送を実現するため、田井地
区にヘリコプター臨時離着陸場を整備するための測量・設計を実施する。
　災害に強い安定した水の供給を図るため、水源である由良川の塩水遡上対策と
して、取水口上流移転に向け詳細設計を行うことに加え、物価高騰の影響を受け
た市民や事業者を支援するため本市では初めて、全世帯・全民間事業所を対象に
水道料金の基本料金を2カ月分減免する。
　年齢階層別の基準値を用いた「前立腺がん検診」を新たに実施し、がんによる死
亡率の減少を図る。

2安全で安心なまちづくり

安定した水の供給を担う取水場（二箇取水場）
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一般会計予算

特別会計予算まちづくりに係る主な事業

会  計  区  分

国民健康保険事業会計

貯木事業会計

駐車場事業会計

介護保険事業会計

後期高齢者医療事業会計

公営企業会計

単位：百万円

71億1284万円

230万円

3653万円

88億8641万円

88億7836万円

805万円

17億170万円

108億5118万円

33億1250万円

62億9770万円

12億4098万円

295億9096万円

73億5813万円

200万円

3511万円

89億6314万円

89億5592万円

722万円

16億3772万円

113億1056万円

33億6240万円

68億470万円

11億4346万円

293億666万円

△3.3%

15.0%

4.0%

△0.9%

△0.9%

11.5%

3.9%

△4.1%

△1.5%

△7.5%

8.5%

△2.4%

保険事業勘定

介護サービス事業勘定

水道事業会計     

下水道事業会計

病院事業会計 

合　　　計

7年度 6年度 伸び率
●希望が持てるまちづくり

（拡大) 2億1130万円

こども・若者の居場所づくり推進に係る取組 1億8369万円

（拡大) 施設整備事業費・校舎等改修事業費 1億1616万円

（拡大) シビック・プライド向上推進事業費（舞鶴市SDGs未来都市推進事業費）

学校給食費無償化事業費
(小学校・中学校）

施設整備事業費
（文化公園体育館整備工事ほか）

重層的支援体制整備事業費
（うち他機関協働、参加支援、アウトリーチ支援）

1164万円

（拡大) 不妊・不育治療給付費 1037万円

●安全で安心なまちづくり

（拡大) 緊急時避難円滑事業費 6700万円

高潮対策事業費 4420万円

（拡大)

（新規)

3212万円

（継続) 医療機能最適化検討事業費 2700万円

（新規) ヘリコプター臨時離着陸場整備事業費 2432万円

●魅力あるまちづくり

（拡大) 1億894万円

中央図書館整備事業費 1億6100万円

（新規)

（新規)

都市空間情報デジタル基盤構築支援事業費 5950万円

（拡大) 京都舞鶴港振興事業費 7985万円

（拡大) 漁村活性化センター整備事業費 2760万円

歳　出
40,491

歳　入
40,491

自
主
財
源財

依
存

源

市税
11,439（28.2%）

自主財源
15,426
（38.1%）

依存財源
25,065
（61.9%）

繰入金
1,785（4.4%）

その他
1,401（3.5%）

諸収入
801（2.0%）

地方交付税
7,821（19.3%）

国庫支出金
6,490（16.0%）

市債
4,216（10.4%）

民生費
13,961（34.5%）

総務費
5,553（13.7%）

教育費
4,081（10.1%）

土木費
4,051（10.0%）

公債費
3,601（8.9%）

衛生費
3,396（8.4%）

議会費
314（0.8%）

労働費他
69（0.1%）

農林水産業費
917（2.3%）

商工費
827（2.0%）

消防費
3,721（9.2%）

その他
3,099（7.7%）

府支出金
3,439（8.5%）
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ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
臨
時

離
着
陸
場
整
備
事
業
費

Ｑ

今
後
の
特
急
列
車
の

更
新
予
定
は

Ａ　
令
和
６
年
12
月
に
認

定
さ
れ
た
鉄
道
事
業
再
構

築
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

令
和
７
年
度
に
設
計
業
務

を
行
い
、
令
和
８
年
度
以

降
「
丹
後
の
海
」
と
し
て

運
行
し
て
い
る
特
急
列
車

を
２
年
ご
と
に
２
両
ず
つ

更
新
す
る
予
定
で
あ
る
。

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道

支
援
事
業
費
補
助
金

Ｑ

令
和
５
年
度
の
給
食

費
補
助
額
が
１
９
８
０
円

だ
っ
た
の
に
対
し
、
令
和

６
年
度
は
千
円
と
な
っ
た

根
拠
は

Ａ　
令
和
５
年
度
は
、
令

和
３
年
４
月
分
と
令
和
５

年
12
月
分
の
物
価
上
昇
率

か
ら
算
出
し
て
補
助
額
を

１
９
８
０
円
と
し
た
が
、

令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
改
修
事
業
費

給
食
費
高
騰
対
策
事
業
費

Ｑ

工
事
の
完
成
イ
メ
ー

ジ
は

Ａ　
田
井
小
学
校
跡
地
を

活
用
し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
を
基
本
と
し
た
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
が
全
面
離
着
陸

で
き
る
約
１
６
０
０
㎡
の

平
面
の
離
着
陸
場
で
、
工

作
物
等
も
含
め
る
と
全
体

で
約
３
０
０
０
㎡
の
予
定

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
設
計

を
進
め
て
い
く
中
で
、
地

盤
改
良
や
防
風
ネ
ッ
ト
の

設
置
な
ど
が
必
要
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
近
隣

住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
事
業
を
進
め
て
い
く
。

人
事
管
理
経
費

（
う
ち
懇
話
会
開
催
経
費
分
）

Ｑ

事
業
の
目
的
は

Ａ　
職
員
を
取
り
巻
く
環

境
が
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
行
政
課
題
の
複
雑
化
、

急
速
な
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど

に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
時
代
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
職
員
の

育
成
や
有
能
な
職
員
の
確

保
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ

ま
い
づ
る
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
２
０
２
５
発
行

事
業
費

Ｑ

ど
の
よ
う
な
販
売
方

法
を
予
定
し
て
い
る
の
か

Ａ　
前
回
の
令
和
５
年
度

に
実
施
し
た
際
と
同
様
に
、

紙
の
商
品
券
を
東
西
の
商

店
街
や
体
育
館
な
ど
、
お

求
め
い
た
だ
き
や
す
い
場

所
で
販
売
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
７
号
）

令
和
７
年
度

一
般
会
計
予
算

令
和
６
年
４
月
か
ら
11
月

の
上
昇
率
を
用
い
て
、

令
和
６
年
度
１
年
間
の
上

昇
率
を
見
込
ん
で
補
助
額

を
千
円
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

Ｑ

０
歳
か
ら
２
歳
児
に

補
助
が
な
い
の
は

Ａ　
０
歳
か
ら
２
歳
の
給

食
費
は
保
育
料
に
含
ま
れ

て
い
る
が
、
令
和
元
年
度

の
保
育
料
無
償
化
制
度
に

よ
り
、
３
歳
か
ら
５
歳
に

つ
い
て
は
保
育
料
は
無
償
、

給
食
費
は
実
費
負
担
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
給
食

費
を
実
費
負
担
す
る
３
歳

以
上
の
保
護
者
に
対
し
支

援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

Ｑ

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

よ
る
市
民
へ
の
影
響
は

Ａ　
防
犯
等
の
庁
舎
の
安

全
管
理
や
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
観
点

か
ら
設
置
す
る
も
の
で
、

来
庁
さ
れ
る
市
民
の
安
全

安
心
に
も
資
す
る
こ
と
か

ら
、
し
っ
か
り
と
広
報
を

す
る
こ
と
で
市
民
の
理
解

を
得
て
い
く
。

Ｑ

相
談
室
内
の
相
談
の

場
合
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
配

慮
さ
れ
る
の
か

Ａ　
相
談
内
容
が
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
深
く
関
わ
る
内

容
に
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
柔
軟
に

対
応
す
る
。

Ｑ

録
画
し
た
映
像
の
保

存
期
間
は

Ａ　
舞
鶴
市
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
及
び
運
用
に
関
す

る
規
程
に
定
め
る
保
存
期

間
に
基
づ
き
、
原
則
１
月

以
内
と
す
る
。

で
、
専
門
的
な
知
見
と
客

観
的
な
根
拠
に
基
づ
き
、

人
事
政
策
に
つ
い
て
議
論

す
る
た
め
、
外
部
有
識
者

で
構
成
す
る
「
人
事
政
策

懇
話
会
」
を
設
置
す
る
。

海
外
引
揚
開
始
80
年
・

世
界
記
憶
遺
産
登
録

10
周
年
記
念
事
業
費

Ｑ

市
外
開
催
の
取
り
組

み
内
容
と
広
報
手
段
は

Ａ　
東
京
の
博
物
館
、
資

料
館
や
都
市
圏
の
大
学
と

の
連
携
に
よ
る
展
示
会
の

開
催
等
を
考
え
て
お
り
、

都
市
圏
で
の
情
報
発
信
も

重
点
的
に
行
う
予
定
。

Ｑ

市
内
の
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は

Ａ　
周
年
行
事
と
な
る
平

和
祈
念
式
典
に
は
、
次
世

代
を
担
う
学
生
を
含
め
て

た
く
さ
ん
来
場
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
教
育
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

（
再
掲
）予
防
接
種
事
業

（
う
ち
帯
状
疱
疹
予
防

接
種
分
）

Ｑ

対
象
と
な
る
方
は

Ａ
65
歳
の
方
。
経
過
措

置
と
し
て
、
５
年
間
は
65

歳
を
超
え
る
５
歳
刻
み
の

節
目
年
齢
の
方
も
対
象
と

な
る
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
は
従
前
か
ら
任
意
接
種

が
可
能
で
あ
り
、
全
額
自

医
療
機
能
最
適
化

検
討
事
業
費

Ｑ

具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
の
か

Ａ　
医
療
機
能
最
適
化
検

討
会
議
を
通
じ
て
、
今
後

目
指
す
べ
き
医
療
提
供
体

制
と
し
て
想
定
さ
れ
る
５

つ
の
再
編
・
統
合
パ
タ
ー

ン
を
ま
と
め
た
。
質
の
高

い
医
療
や
人
材
を
確
保
す

る
上
で
は
、
機
能
は
ま
と

ま
っ
て
い
る
方
が
よ
い
た

め
、
ま
ず
は
、
ど
こ
に
、

ど
れ
だ
け
の
機
能
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

い
う
観
点
か
ら
検
討
を
行

う
。
最
終
的
に
は
５
つ
の

パ
タ
ー
ン
に
即
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
質
の
高
い
医
療
の
確

保
、
人
材
の
確
保
、
経
営

の
持
続
性
、
こ
れ
ら
３
つ

の
観
点
か
ら
、
最
適
な
パ

タ
ー
ン
を
見
出
し
て
い
き

た
い
。

己
負
担
に
な
る
が
、
引
き

続
き
、
節
目
年
齢
以
外
の

方
で
も
任
意
接
種
が
可
能
。

予
算
決
算
委
員
会
の

主
な
審
査
内
容

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

4令和7年5月17日

本会議において付託された議案は、市民文教委員会3件、産業建設委員会6件、
福祉健康委員会4件、総務消防委員会9件、予算決算委員会12件であり、

それぞれの委員会で審査しました。

Ｑ更
新

Ａ定
さ 北支 令補 予主

予
算
の

4令和7年5月17日

会6件、
であり、
ました。

常任委員会の審査報告



Ｑ

誰
も
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
推
進
補
助
金

は
、
ど
の
よ
う
な
制
度
を

予
定
し
て
い
る
の
か

Ａ　
施
設
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
の
補
助
金
は
、

50
万
円
を
上
限
に
２
分
の

１
補
助
、
就
業
規
則
の
見

直
し
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の

補
助
金
は
、
20
万
円
を
上

限
に
２
分
の
１
補
助
を
行

う
想
定
。

誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
推
進
事
業
費

Ｑ

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

て
、
規
格
や
品
質
の
基
準

が
必
要
と
な
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

Ａ　
京
都
府
漁
業
協
同
組

合
や
仲
買
人
等
と
十
分
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を

予
定
し
て
い
る
の
か

Ａ　
高
い
効
果
が
期
待
で

き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
Ｐ

Ｒ
の
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
や

チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
京
阪

神
の
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

ク
ロ
マ
グ
ロ
Ｐ
Ｒ
事
業
費

Ｑ

高
野
川
の
事
業
間
連

携
に
関
す
る
京
都
府
と
の

協
議
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か

Ａ　
京
都
府
と
は
協
議
を

重
ね
て
お
り
、
令
和
７
年

度
ま
で
事
業
間
連
携
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
る
。

Ｑ

令
和
７
年
度
以
降
も

事
業
間
連
携
事
業
が
延
長

さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
の
か

Ａ　
こ
の
事
業
は
５
年
間

を
基
本
と
し
て
お
り
、
既

に
２
年
間
延
長
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
令
和
７
年

度
で
終
了
す
る
。

こ
ど
も
・
若
者
の

居
場
所
づ
く
り

支
援
事
業
費
補
助
金

Ｑ

こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
に
関
し
て
ど
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
に
活
用
で
き
る

の
か

Ａ　
ス
ポ
ー
ツ
や
キ
ャ
ン

プ
活
動
、
音
楽
等
の
体
験
、

学
習
支
援
な
ど
を
実
施
す

る
団
体
へ
の
支
援
を
想
定

し
て
い
る
。

Ｑ

申
し
込
み
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か

Ａ　
公
募
に
よ
る
申
し
込

み
で
、
こ
ど
も
・
若
者
支

援
会
議
の
部
会
で
審
査
を

経
た
後
、
補
助
金
の
交
付

を
決
定
す
る
。

Ｑ

現
在
の
補
助
金
と
同

様
、
継
続
利
用
は
３
年
が

限
度
と
な
る
の
か

Ａ　
事
業
は
単
発
で
も
よ

い
が
、
継
続
す
る
場
合
は
、

補
助
金
は
年
度
ご
と
に
な

る
た
め
、
翌
年
度
以
降
も

申
請
が
必
要
と
な
る
。
現

在
の
補
助
金
は
３
年
を
限

度
と
し
て
い
る
が
、
３
年

後
に
事
業
評
価
を
行
い
、

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

４
年
目
以
降
も
継
続
で
き

る
よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

令
和
７
年
度
下
水
道

事
業
会
計
予
算

Ｑ

令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
舞
鶴
市
国
民
健
康
保

険
料
の
滞
納
整
理
業
務
が

京
都
地
方
税
機
構
に
移
管

さ
れ
る
が
、
市
と
税
機
構

と
の
連
携
は
。
こ
れ
ま
で

市
が
行
っ
て
き
た
滞
納
者

へ
の
対
応
は
ど
う
な
る
の

かＡ　
滞
納
者
の
方
が
市
に

相
談
に
来
ら
れ
た
際
に
は
、

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
紹

介
し
な
が
ら
、
今
後
も
寄

り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

や
対
応
に
つ
い
て
、
税
機

構
へ
し
っ
か
り
と
引
き
継

ぐ
。 令

和
７
年
度
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
予
算

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
利
用
増
加
に
伴
い
、
今

後
、
寄
附
金
を
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
施
策
に
有
効
活

用
す
る
た
め
、
基
金
を
用

い
て
行
う
事
業
を
追
加
す

る
も
の
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
改
正
に
よ
り
妊
婦
の

た
め
の
支
援
給
付
の
制
度

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

条
例
の
一
部
改
正

産
業
建
設
委
員
会

　

職
員
の
配
偶
者
が
海
外

赴
任
等
を
す
る
場
合
で
、

職
員
が
配
偶
者
と
と
も
に

外
国
で
生
活
す
る
こ
と
を

希
望
す
る
と
き
は
、
そ
の

身
分
を
保
有
し
た
ま
ま
３

年
を
限
度
に
休
業
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
を
創
設

す
る
も
の
。
な
お
、
休
業

期
間
中
の
給
与
は
支
給
し

な
い
。

済
猶
予
期
間
で
あ
る
３
年

間
を
５
年
間
に
改
め
る
も

の
。舞

鶴
市
職
員
の
配
偶
者

同
行
休
業
に
関
す
る

条
例
制
定

総
務
消
防
委
員
会

　

本
奨
学
金
は
奨
学
金
受

給
期
間
と
同
じ
期
間
、
市

内
公
的
病
院
等
で
医
師
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
で
返

還
免
除
と
な
る
。
今
ま
で

は
医
師
免
許
取
得
後
の
２

年
間
の
臨
床
研
修
、
３
年

間
の
専
門
研
修
を
終
え
る

と
奨
学
金
の
返
済
義
務
が

生
じ
て
い
た
が
、
診
療
科

に
よ
っ
て
は
専
門
研
修
期

間
が
５
年
の
科
も
あ
る
た

め
、
い
ず
れ
の
診
療
科
を

選
ん
で
も
専
門
研
修
終
了

後
に
返
済
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
実
質
的
な
返

舞
鶴
市
地
域
医
療
確
保

奨
学
金
等
の
貸
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

福
祉
健
康
委
員
会

舞
鶴
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
に
基
づ
く
過
料
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

市
民
文
教
委
員
会

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
正
当
な
理
由
な
し
に

当
該
給
付
に
関
し
て
市
が

求
め
る
報
告
等
を
せ
ず
、

ま
た
は
、
虚
偽
の
報
告
等

を
し
た
者
等
は
過
料
に
処

す
る
こ
と
に
で
き
る
よ
う

に
す
る
も
の
。

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

常
任
委
員
会
の
主
な
審
査
内
容

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

5 まいづる市議会だよりNo.195

本会議において付託された議案は、市民文教委員会3件、産業建設委員会6件、
福祉健康委員会4件、総務消防委員会9件、予算決算委員会12件であり、

それぞれの委員会で審査しました。

Ｑ職
場

は
、

予
定

Ａハ
ー

50
万

１
補

直
し

補
助 誰づ

会6件、
であり、
ました。

常任委員会の審査報告



30
議
案
に
賛
成
し
、
３

議
案
に
反
対
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、

全
世
帯
・
事
業
所
の
上
水

道
の
基
本
料
金
を
二
カ
月

分
免
除
、
小
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、
学
校
ト
イ
レ

の
洋
式
化
な
ど
の
事
業
は
、

会
派
と
し
て
要
望
し
て
き

た
事
業
で
あ
り
評
価
す
る
。

一
方
、
約
３
億
円
の

重
要
文
化
財
赤
れ
ん

が
倉
庫
整
備
事
業
を

は
じ
め
、
大
阪
・
関

西
万
博
連
携
事
業
、

山
陰
新
幹
線
誘
致
事

業
が
予
算
化
さ
れ
て

い
る
。
物
価
高
で
厳

し
い
市
民
生
活
の
中
、

不
要
不
急
の
開
発
事

業
な
ど
は
中
止
し
、

暮
ら
し
、
福
祉
、
教

育
最
優
先
に
切
り
替
え
る

こ
と
を
求
め
反
対
す
る
。

　

介
護
保
険
事
業
会
計
予

算
も
反
対
す
る
。
令
和
６

年
４
月
の
国
の
介
護
報
酬

改
定
で
基
本
報
酬
が
下
が

り
、
訪
問
介
護
事
業
所
の

倒
産
が
全
国
で
相
次
い
で

い
る
。
本
市
の
介
護
事
業

所
も
同
じ
状
況
で
苦
戦
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
介
護

人
材
確
保
に
市
独
自
の
予

算
措
置
な
ど
の
公
的
支
援

を
求
め
る
。
制
度
そ
の
も

の
の
維
持
が
大
き
な
課
題

と
な
る
緊
急
事
態
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
、
府
、
市

挙
げ
て
制
度
維
持
の
た
め

の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
。

不要不急の開発事業から
暮らし最優先に

討 

論
討
論

３棟で総額40億円超の赤れんが保存修理

避難所備蓄物資の一部

冷暖房の空調設置が望まれる体育館

小 西 洋 一
日本共産党議員団

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
市

制
施
行
以
来
の
最
高
予
算

規
模
と
な
っ
た
が
、
必
要

な
施
策
の
た
め
積
み
上
げ

ら
れ
た
結
果
と
理
解
す
る
。

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
の
み
で
な
く
、
特
定

防
衛
施
設
周
辺
整
備
交
付

金
や
一
般
財
源
も

活
用
し
、
私
ど
も

が
訴
え
て
き
た

「
安
定
し
た
持
続

可
能
な
財
源
構

成
」
を
図
ら
れ
た

点
に
つ
い
て
一
定

評
価
す
る
。
予
算

説
明
で
市
長
が
訴

え
ら
れ
た
具
現
化
、

施
策
化
を
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
実
行
に
移
す
こ
と
、

「
市
民
と
と
も
に
築
き
上

げ
る
姿
勢
」
を
持
ち
続
け

ら
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

７
号
）
で
は
、
国
の
総
合

経
済
対
策
に
基
づ
き
、
給

食
費
の
高
騰
対
策
や
福
祉

事
業
所
へ
の
負
担
軽
減
対

策
を
は
じ
め
、
ま
い
づ
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
や
、
避
難
所
の
生
活
環

境
改
善
に
向
け
た
備
蓄
物

資
配
備
拡
充
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
備
蓄
物
資

配
備
の
拡
充
に
お
い
て
は
、

女
性
や
弱
者
に
や
さ
し
い

視
点
か
ら
の
物
品
の
選
定

な
ど
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
申
し
添
え
、
賛
成
と

す
る
。

スピード感ある
施策の推進に期待する

討 

論
討
論

川 口 孝 文
自民党鶴政クラブ議員団

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

物
価
高
騰
で
厳
し
い
環
境

に
あ
る
各
所
に
補
助
金
な

ど
で
支
援
す
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
中
学
校
体
育

館
２
校
に
冷
暖
房
空
調
設

備
を
設
置
す
る
が
、
国
の

手
厚
い
補
助
制
度
が
あ
る

こ
の
機
会
に
全
校
に
空

調
整
備
を
願
う
も
の
で

あ
る
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、

西
消
防
署
の
建
設
、
子

ど
も
・
子
育
て
加
速
化

プ
ラ
ン
に
よ
る
児
童
手

当
や
教
育
・
保
育
の
給

付
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
る
。
図
書
館
整
備
は

実
施
設
計
が
始
ま
り
、

小
学
校
給
食
費
無
償
化

は
３
学
期
か
ら
だ
が
、

令
和
８
年
度
は
国
に
よ
り

実
施
さ
れ
る
。
個
人
市
民

税
の
増
額
見
込
み
は
、
約

１
億
７
６
０
０
万
円
で
好

調
に
見
え
る
が
、
市
民
生

活
は
物
価
高
で
困
窮
し
人

口
減
少
も
課
題
で
あ
る
。

一
方
、
予
算
規
模
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
の
は
、
物

や
人
が
動
い
て
い
る
証
で

も
あ
り
評
価
す
る
。
医
療

機
能
最
適
化
検
討
会
議
は
、

地
域
医
療
の
課
題
解
決
に

向
け
前
進
で
き
た
と
評
価

す
る
。

　

下
水
道
事
業
会
計
予
算

で
は
、
静
渓
ポ
ン
プ
場
は

対
応
を
整
理
し
、
一
日
も

早
く
再
整
備
と
浸
水
対
策

の
完
了
を
求
め
る
。

物価高騰支援と
予算規模の拡大を評価

討 

論
討
論

上 羽 和 幸
公明党議員団

介
護
事
業
に
市
の
独
自
支
援
を

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

6令和7年5月17日

の開発事業から

予
算
の

6令和7年5月17日

討　論令和7年3月27日の最終本会議において、提案された議案に対して討論を行いました。



費
無
償
化
事
業
で
は
、
中

学
校
の
給
食
費
無
償
化
と

小
学
校
で
は
３
学
期
か
ら

無
償
化
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
、
特
定
防
衛
施
設
周

辺
整
備
調
整
交
付
金
や
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
、
一

般
財
源
の
３
種
類
の
財
源

を
活
用
と
積
立
を
同
時
に

行
い
、
持
続
可
能
な
事
業

実
施
に
向
け
た
財
源
確
保

を
行
っ
た
も
の
と
高
く
評

価
す
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で

は
、
認
可
保
育
園
な
ど
全

28
施
設
の
３
〜
５
歳
の
給

食
費
を
一
人
あ
た
り
月
千

円
を
補
助
し
、
値
上
げ
に

耐
え
て
き
た
園
へ
の
補
助

を
評
価
す
る
。

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、

学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
令

和
６
年
度
か
ら
先
行
実
施

し
て
い
る
中
学
校
７
校
は

通
年
実
施
、
小
学
校
で
は
、

市
内
18
校
を
対
象
に
令
和

７
年
度
３
学
期
か
ら
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
。
令
和

６
年
３
月
定
例
会

お
よ
び
臨
時
会
に

お
い
て
、
財
源
構

成
が
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
の
み
で

あ
る
こ
と
に
対
し

て
、
そ
の
原
資
と

な
る
財
源
は
、
他

の
財
源
も
組
み
合

わ
せ
た
安
定
し
た

恒
久
的
財
源
と
す

る
こ
と
を
求
め
、

附
帯
決
議
を
提
出
し
、
議

会
に
お
い
て
議
決
し
た
経

緯
が
あ
る
。
附
帯
決
議
に

示
す
将
来
に
渡
っ
て
持
続

可
能
な
事
業
と
す
る
た
め
、

安
定
財
源
の
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
執
行
予
算

に
恒
久
的
財
源
を
含
め
る

こ
と
、
さ
ら
に
、
幅
広
い

市
民
理
解
を
得
る
た
め
の

取
り
組
み
や
広
報
に
努
め

る
こ
と
、
児
童
生
徒
に
対

し
、
食
に
関
す
る
正
し
い

理
解
と
事
業
目
的
の
教
育

を
行
う
な
ど
４
点
を
要
請

し
て
い
る
。
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
は
、
他
の
事

業
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

な
く
、
適
正
な
財
政
運
営

に
努
め
る
こ
と
を
求
め
、

賛
成
す
る
。

学校給食費無償化事業
持続可能な財源で論

討
論

無償化が期待される小学校給食

今 西 克 己
新政クラブ議員団

全
議
案
に
賛
成
す
る
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、

支
出
額
４
０
４
億
９
０
９

２
万
円
で
過
去
最
高
額
で

あ
る
。
主
な
事
業
は
、
田

井
地
域
に
お
け
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
臨
時
離
着
陸
場

整
備
や
引
揚
の
史
実
の
継

承
に
取
り
組
む
予
算
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

な
ど
本
市
を
支
え
る
予
算

は
い
ず
れ
も
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
小
・

中
学
校
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
で
は
、
３
年

後
の
洋
式
化
率
を
全

国
平
均
に
、
最
終
目

標
と
し
て
80
％
を
目

指
す
も
の
で
、
子
ど

も
の
学
習
環
境
改
善

に
資
す
る
も
の
と
評

価
す
る
。
学
校
給
食

魅力あるまちの
取り組みを評価する

討 

論
討
論

福 本 明日香
超党・市民ファースト議員団

　舞鶴市議会では、FMまいづるの「ななこちゃったラジオ」に議員が出演
しています。
　定例会の報告や市議会の進めている取り組みなど、議会に関するいろ
いろなことをお話ししています。

ＦＭまいづるにＦＭまいづるにＦＭまいづるにＦＭまいづるに

出演しています出演しています出演しています出演しています

こ
れ
ま
で
の

主
な
放
送
テ
ー
マ

「定例会の議案紹介、審査報告」
「市民と議会のわがまちトーク」
「議会の情報発信の取り組み」
「広報会議」  「議会運営委員会」
「議員研修会」  「請願・陳情」
「議会学習会」
「議会における防災訓練」 など

次回の放送予定や
これまでの放送内容
について詳しくは、
ホームページから
ご覧いただけます。

今後の放送予定
5月30日（金）

放送
テーマ

「議会報告会について」
「議会報編集部会視察報告について」など

こ
れ
ま
で

こ
れ
ま
で

主
な
放

テ

主
な
放
送
テ

今後
5月

過去の放送内容も

お聴きいただけます。

適正な財政運営が求められる学校給食

全
園
へ
の
補
助
を
評
価
す
る

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ
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学校給食費無償化事業討討

討  論
FMまいづるに出演紹介

令和7年3月27日の最終本会議において、提案された議案に対して討論を行いました。



8令和7年5月17日

令和7年3月定例会での議案採決の結果は次のとおりです。この採決は、「押しボタン式投票」で行ったものです。
この結果は、舞鶴市議会のホームページでも公表しております。

全会一致で可決した条例議案
● 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定について
● 舞鶴市職員の配偶者同行休業に関する条例制定について
● 舞鶴市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市の市長及び副市長の給与に関する条例及び舞鶴市教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市公共下水道条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を
  改正する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市地域医療確保奨学金等の貸与に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市子ども・子育て支援法に基づく過料に関する条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について
● 職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部を改正する条例制定について

監査委員の選任

新任：岡  野  昌  和  氏
令和7年3月27日の本会議で次の監査委員を選任することに同意しました。

田

畑

篤

子
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村

正

之

野

瀬

貴

則

眞

下

隆

史

水

嶋

一

明
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正

弘

議
決
を
し
た
日

川

口

孝

文

肝

付

隆

治

高

橋

秀

策

谷
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眞

司
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明
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香
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○
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○
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○
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○

○

○

×

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

×

○

新　

政

今

西

克

己

新　

政

新　

政

新　

政

新　

政

山　

本　

治
兵
衛

新　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

鶴　

政

公　

明

公　

明

公　

明

公　

明

共　

産

共　

産

共　

産

超　

党

超　

党

超　

党

超　

党

超　

党

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

【会派】鶴政…自民党鶴政クラブ議員団、新政…新政クラブ議員団、超党…超党・市民ファースト議員団、
         公明…公明党議員団、共産…日本共産党議員団　　☆舞鶴市議会の議員定数は25人です。

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ



全会一致で可決した予算議案
● 令和7年度舞鶴市水道事業会計予算
● 令和7年度舞鶴市下水道事業会計予算
● 令和7年度舞鶴市病院事業会計予算
● 令和7年度舞鶴市貯木事業会計予算
● 令和7年度舞鶴市駐車場事業会計予算
● 令和7年度舞鶴市後期高齢者医療事業会計予算
● 令和6年度舞鶴市一般会計補正予算（第7号）
● 令和6年度舞鶴市下水道事業会計補正予算（第2号）
● 令和6年度舞鶴市駐車場事業会計補正予算（第1号）

全会一致で可決したその他の議案
● 工事請負契約の変更について（西舞鶴駅西口駅前広場整備工事）
● 辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更について
● 市道路線の認定及び廃止について

全会一致で可決した人事議案
● 監査委員の選任について

全会一致で可決した議会提出議案
● 舞鶴市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について
● 舞鶴市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例制定について

出

席

者

数

議員名等（会派内は五十音順）

令和7年度舞鶴市一般会計予算

令和7年度舞鶴市国民健康保険事業会計予算

令和7年度舞鶴市介護保険事業会計予算

北陸新幹線の小浜・京都ルートは撤回すべきであるとの決議を求める請願

議　　案　　名　　等

請
願

市
長
提
出
議
案

24

24

24

24

24

24

24

0

21

21

21

8

3

3

3

16

0

0

0

0

可

可

可

不採

○

○

○

×

○

○

○

×

投

票

者

総

数

賛

成

反

対

棄

権

議

決

結

果

上

野

修

身

鶴　

政

鶴　

政

尾

関

善

之

賛否が分かれた議案
【議決結果】 可…可決、修可…修正可決、否…否決、同…同意、不同…不同意、承…承認、認…認定、可認…認定及び可決、採…採択、不採…不採択
【賛否】 ○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥、棄…棄権

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ
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（令和7年3月定例会）会期：2月25日～3月27日議案の採決結果議案の採決結果議案の採決結果



上
羽
和
幸

公
明
党
議
員
団

質
問　

介
護
人
材
の
不

足
は
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

人
材
確
保
に
は
、
働
き
や

す
い
職
場
環
境
が
必
要
で
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
も
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、

対
策
を
行
う
べ
き
で
は
。

ま
た
、
最
も
必
要
な
の
は

処
遇
改
善
で
、
国
の
介
護

報
酬
の
引
き
上
げ
が
先
決

だ
が
、
自
治
体
も
で
き
る

支
援
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁

カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
事
業
主

に
相
談
支
援
体
制
や
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
推

奨
さ
れ
て
お
り
、
事
業
所

で
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
。市
も
積
極
的
に
助
言
・

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
処

遇
改
善
は
、
国
や
府
に
引

き
続
き
要
望
し
た
い
。

質
問　

本
市
の
終
活
支

援
は
、
家
族
に
伝
え
る
こ

と
が
前
提
の
支
援
で
あ
り
、

家
族
が
い
な
い
世
帯
で
は

事
情
が
異
な
る
。
単
身
者

が
主
流
の
社
会
に
変
わ
っ

て
き
て
お
り
、
家
族
に
代

わ
っ
て
高
齢
者
の
終
盤
を

支
え
る
支
援
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁

ま
ず
は
、
ご
自

身
で
事
前
に
「
死
後
事
務

委
任
」
な
ど
を
契
約
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

啓
発
と
、
重
層
的
支
援
で

寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

介護従事者の働きやすい
職場環境を実現

質
問　

令
和
７
年
２
月

の
図
書
館
を
考
え
る
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
基
調

講
演
に
お
い
て
、
移
動
図

書
館
の
話
が
あ
っ
た
。
瀬

戸
内
市
で
は
、
専
用
車
両

の
導
入
前
に
既
存
の
公
用

車
を
活
用
し
た
移
動
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ

て
い
た
と
の
こ
と
。
本
市

で
も
先
行
し
て
小
規
模
な

も
の
で
も
実
施
し
、
市
民

に
目
に
見
え
る
形
で
示
す

こ
と
も
、
図
書
館
再
編
の

理
解
促
進
の
一
助
と
な
る

も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

移
動
図
書
館
や
既
存
分
館

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な

ど
、
先
行
実
施
に
つ
い
て
、

本
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

自
動
車
図
書
館

の
導
入
は
、
試
験
的
な
運

行
も
視
野
に
入
れ
検
討
を

進
め
て
い
る
。
中
央
館
の

整
備
と
と
も
に
分
館
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ

る
図
書
館
機
能
の
強
化
、

自
動
車
図
書
館
の
導
入
・

運
行
に
よ
る
広
域
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
い
て
、
今

後
も
引
き
続
き
、
十
分
な

検
討
を
重
ね
て
い
く
。
ま

た
、
市
と
し
て
も
、
や
れ

る
も
の
は
ど
ん
ど
ん
先
行

的
に
実
施
を
し
て
、
市
民

に
こ
の
図
書
館
に
関
す
る

盛
り
上
げ
の
醸
成
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

代表
質問

介
護
従
事
者
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る

国
・
府
に
も
要
望
す
る

QA

川
口
孝
文

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

代表
質問

自
動
車
図
書
館
な
ど

先
行
実
施
す
る
考
え
は

検
討
を
重
ね
、
や
れ
る

も
の
は
先
行
実
施
す
る

QA

※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※２ 分 割…質問項目を分野ごとに2回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問事項以外の詳細は、ホームページをご覧ください。
※本会議については、YouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

令和7年 舞鶴市議会3月定例会代表質問 令和7年3月6日

舞鶴市議会 検索

順番

1

超党・市民ファースト議員団
仲井　玲子

新政クラブ議員団
田畑　篤子

自民党鶴政クラブ議員団
川口　孝文

日本共産党議員団
小杉　悦子

公明党議員団
上羽　和幸 １  こどもまんなか社会の実現について

１  市長の今後の市政運営について

３  GIGAスクール構想の進め方について

１  市長の政治姿勢について

３  公共施設の在り方について

１  

１  市民が幸せになる観光戦略について

地域医療の確保に、市の公的責任を果たす
ことについて

２  高齢者支援について

２  図書館基本計画の進め方について

２  地域医療構想と市民病院について

２  まちづくりの根幹に関わる平和、防衛問題について

２  市長が思い描く舞鶴市のグランドデザインについて

2

3

4

5

会派名及び氏名 質問事項質問方式

２分割

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

現有車両の試験活用も（イメージ）

自動車図書館

人
生
を
全
う
で
き
る

支
援
を

重
層
的
支
援
で

取
り
組
む

QQAA QA

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

10令和7年5月17日

令和7年3月6日

予
算
の

10令和7年5月17日

代表質問令和7年3月6日に本会議を開き、5人が代表質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



質
問

令
和
６
年
度
は
、

再
議
ま
で
行
っ
た
給
食
費

無
償
化
で
あ
る
が
、
今
回

の
財
源
構
成
で
は
、
全
て

が
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

で
は
な
く
、「
国
交
付
金

を
基
金
化
し
て
活
用
す
る

な
ど
複
数
財
源
に
よ
り
持

続
可
能
な
運
営
体
制
を
確

保
」と
あ
る
。こ
れ
は
、議

会
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら

れ
た
も
の
と
一
定
評
価
す

る
が
、
財
源
を
全
額
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
か
ら
変

更
し
た
理
由
を
問
う
。

答
弁

今
後
、
所
要
財

源
が
拡
大
す
る
こ
と
を
見

据
え
、
ま
た
、
議
会
か
ら

い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
も

踏
ま
え
、
よ
り
持
続
的
か

つ
安
定
し
た
学
校
給
食
運

営
を
実
現
す
る
た
め
、
基

金
と
一
般
財
源
を
効
果
的

に
組
み
合
わ
せ
た
財
源
構

成
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

質
問

ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
が
伸
び
悩
む
中
、

昨
年
、
財
源
に
つ
い
て

「
心
配
な
い
」「
安
定
し
て

い
る
」
と
発
言
さ
れ
た
こ

と
は
、
結
果
と
し
て
誤
り

で
あ
り
、
首
長
と
し
て
当

時
の
構
想
と
ず
れ
が
生
じ

て
き
た
の
で
は
。
そ
の
見

解
を
問
う
。

答
弁

令
和
６
年
度
の

目
標
額
は
、
現
状
未
達
成

で
あ
り
、
目
標
達
成
は
厳

し
く
、
言
い
訳
は
で
き
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

小
杉
悦
子

日
本
共
産
党
議
員
団

質
問　

舞
鶴
市
医
療
機

能
最
適
化
検
討
会
議
で
急

性
期
医
療
の
再
編
・
統
合

が
合
意
さ
れ
、
協
議
開
始

の
基
本
合
意
書
が
締
結
さ

れ
た
が
、
①
市
長
の
目
指

す
地
域
医
療
と
は
何
か
。

②
将
来
の
病
床
数
の
考
え

方
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答
弁

①
救
急
医
療
の

市
内
で
の
完
結
を
目
指
し
、

循
環
器
系
疾
患
対
応
の
診

療
科
、
周
産
期
医
療
や
精

神
医
療
の
機
能
を
維
持
・

確
保
す
る
。
②
お
よ
そ
急

性
期
と
回
復
期
が
各
２
５

０
床
、
慢
性
期
が
１
１
０

床
、
精
神
90
床
が
本
市
の

病
床
数
の
考
え
方
で
あ
る
。

質
問　

国
の
舞
鶴
海
上

自
衛
隊
基
地
の
増
強
計
画

で
は
、
イ
ー
ジ
ス
艦
に
長

距
離
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
や
、

イ
ー
ジ
ス
艦
以
上
の
能
力

を
持
つ
大
型
艦
の
寄
港
が

可
能
と
な
り
、
出
撃
基
地

に
変
貌
す
る
危
険
が
あ
る
。

「
平
和
な
港
の
開
発
に
税

金
を
使
う
べ
き
」
と
国
に

強
く
要
望
す
べ
き
で
は
。

答
弁

安
全
保
障
環
境

が
現
に
厳
し
さ
を
増
す
中

で
、
我
が
国
の
平
和
と
安

全
を
守
り
抜
く
た
め
の
取

り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
防
衛
力
の
強
化

は
国
が
責
任
を
も
っ
て
判

断
さ
れ
る
も
の
で
、
市
か

ら
要
望
す
る
考
え
は
な
い
。

安定財源の確保が重要

地域医療の充実は
みんなの願い

舞鶴から平和を発信する
舞鶴引揚記念館

質
問　

観
光
客
が
来
る

こ
と
で
、
市
民
の
暮
ら
し

が
経
済
的
、
文
化
的
な
豊

か
さ
に
つ
な
が
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
観
光
消
費

に
つ
な
が
る
広
報
戦
略
と

市
民
の
活
躍
の
場
の
創
出

に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
、

生
き
る
力
や
平
和
を
発
信

す
る
舞
鶴
引
揚
記
念
館
の

シ
ン
ボ
ル
に
「
ラ
ー
ゲ
リ

犬
・
ク
ロ
」
の
活
用
が
有

効
で
は
。
見
解
を
問
う
。

答
弁

戦
後
80
年
の
今

年
は
、「
学
生
語
り
部
」
の

さ
ら
な
る
活
躍
の
場
と
市

民
ガ
イ
ド
の
会
と
の
連
携

を
図
る
。
旬
を
捉
え
た
情

報
発
信
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
来
訪
者
の
増
加
、
宿

泊
や
飲
食
、
土
産
品
購
入

等
の
観
光
消
費
の
拡
大
へ

つ
な
げ
る
。
ク
ロ
の
感
動

の
実
話
は
、
若
い
世
代
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
る
コ

ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
よ
り

積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

質
問　

人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
中
、
市
長
が

思
い
描
く
ま
ち
の
将
来
像

と
課
題
解
決
に
対
す
る
考

え
を
問
う
。

答
弁

市
民
が
積
極
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
、

若
者
の
定
着
や
地
域
経
済

を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ

と
で
、
高
齢
者
世
代
を
支

え
る
好
循
環
を
生
み
出
す
。

代表
質問

病
院
の
再
編
・
統
合

目
指
す
医
療
体
制
は

救
急
医
療
の
地
域
完
結

７
０
０
前
後
の
病
床
数

QA

仲
井
玲
子

超
党
・
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
議
員
団

代表
質問

市
民
が
幸
せ
に
な
る

観
光
戦
略
は

市
民
の
活
躍
と
観
光
消
費
の

拡
大
に
つ
な
げ
る

QA

田
畑
篤
子

新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

代表
質問

給
食
費
無
償
化
の
財
源

構
成
の
変
更
理
由
は

持
続
的
か
つ
安
定
し
た

学
校
給
食
と
す
る
た
め

QA

QA

QA
市
長
が
思
い
描
く

市
の
構
想
は

市
民
参
加
で

課
題
に
取
り
組
む

QQAA

平
和
な
港
開
発
に

こ
そ
税
金
を

防
衛
力
の
強
化
は

国
の
責
任

QQAA

寄
附
金
の
見
込
額
の

ず
れ
は

目
標
達
成
は

厳
し
い
と
考
え
る

QQAA

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ
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代表

代表質問令和7年3月6日に本会議を開き、5人が代表質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



質
問　

令
和
４
年
５
月

に
宅
地
造
成
規
制
法
の
抜

本
的
な
改
正
に
よ
り
、
宅

地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等

規
制
法
が
制
定
さ
れ
令
和

５
年
５
月
に
施
行
さ
れ
た
。

改
正
盛
土
規
制
法
で
は
、

宅
地
、
農
地
、
森
林
等
の

土
地
の
用
途
に
関
わ
ら
ず
、

土
石
等
の
一
時
的
な
堆
積
、

い
わ
ゆ
る
仮
置
き
の
よ
う

な
盛
土
も
対
象
と
さ
れ
、

盛
土
等
が
行
わ
れ
た
土
地

を
常
時
安
全
な
状
態
に
維

持
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
土
地

所
有
者
に
ど
の
よ
う
に

理
解
を
求
め
周
知
す
る

の
か
、
本
市
の
考
え
を

問
う
。

答
弁

盛
土
規
制
法

で
は
、
土
地
所
有
者
は

そ
の
土
地
を
常
時
安
全

な
状
態
に
維
持
す
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
知
事
は
土
地
の
所

有
者
、
工
事
施
工
者
等
に

擁
壁
等
の
設
置
や
改
造
等
、

災
害
防
止
の
た
め
に
必
要

な
勧
告
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
土
地
所
有
者
等
に
盛

土
の
改
良
や
土
石
の
除
却

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
で
は
、
農
地
や
森
林
で

盛
土
を
行
う
所
有
者
に
対

し
、
農
業
委
員
会
へ
の
農

地
一
時
転
用
届
や
市
へ
の

森
林
伐
採
届
の
機
会
等
を

通
じ
、
こ
れ
ら
の
責
務
を

理
解
い
た
だ
く
よ
う
周
知

に
努
め
る
。

今
西
克
己

新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

一般
質問

不
適
切
な
盛
土
の

違
法
行
為
の
防
止
対
策
は

土
地
所
有
者
に
対
し

責
務
の
周
知
に
努
め
る

QA

QA

QA

令和7年 舞鶴市議会3月定例会一般質問 令和7年3月7日、10日

順番
1

2

3

4

5

6
7

8

9

10

11

12

13

14
15
16

17

18

質問方式
一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答

一問一答
一問一答

３分割

一問一答

一括

一問一答

一括

一括

一括
一問一答
一問一答

一問一答

一問一答

今西　克己

谷川　眞司

伊田　悦子

廣瀬　　昇

松田　弘幸

眞下　弘明
上野　修身

小西　洋一

福本明日香

杉島　久敏

野瀬　貴則

水嶋　一明

高橋　秀策

小谷　繁雄
眞下　隆史
南　　正弘

山本治兵衛

尾関　善之

１ 宅地造成及び特定盛土等規制法（盛土規制法）の施行について
１ 脱炭素社会の実現について
３ 東地区中心市街地エリアについて
１ 子どもを真ん中にした教育環境の在り方について
３ 中央図書館建設事業の充実について
１ 舞鶴市の医療の在り方について
３ 人口減少社会での舞鶴市の活性化について
１ 社会に開かれた教育実践奨励賞について
３ 「魅力あるまちづくり」について
１ 義務教育でのネットリテラシー教育について
１ 学校給食費無償化（小・中学校）について
１ 市民の暮らしを守る「本市の財政運営」について
３ 本市公共施設とインフラ整備のあり方について
１ 本市の市民サービスの向上とＤＸ推進について
３ 災害時における避難所運営について
１ 災害時に備えた生活用水の確保について
３ 小・中学校の空調整備について
１ 中学校体育館へのエアコン設置について
３ 市民の体力測定について
１ 第２次舞鶴市健康増進計画の取組について
１ 企業立地について
３ 建設業について
１ 市民窓口サービスと自治体ＤＸについて
１ 舞鶴市の農地課題に関する今後の展望・方向性について
１ 大規模災害について
１ 令和７年度の予算編成方針について
３ 職員の働き方改革について
１ 舞鶴市地域公共交通利用促進について

２ 浪速橋について

２ 多様性を認め合い、自分らしく暮らせる取組について

２ 公共交通について

２ 本市の駐車場について

２ 西舞鶴駅西口所在の引揚列車見送りの松について

２ だれでも安心の「本市社会保障の充実」について

２ 学校教育における警報時や災害時の安全対策について
４ 子どもを育てる母親への支援について
２ 個別避難計画について

２ 前立腺がん検診の再開について

２ ふるさと納税について

２ 地域防災支援の推進について

２ 市民からのご意見・要望について
２ 共生社会の構築について

氏　名 質問事項

※質問事項のうち、各議員が記述の主な質問事項以外の詳細は、ホームページをご覧ください。
※本会議については、ＹouTubeで動画配信を行っておりますので、ホームページをご覧ください。

※一　　括…質問項目を一括して質問した後、一括して答弁を求める質問の方式
※３ 分 割…質問項目を分野ごとに3回に分けて質問し、その都度答弁を求める質問の方式
※一問一答…質問項目を一問ごとに質問し、その都度答弁を求める質問の方式

舞鶴市議会 検索

舞鶴市の特定盛土規制区域の
指定候補区域

宅地造成等工事規制区域
特定盛土等規制区域
市町村等境界

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

12令和7年5月17日

令和7年3月7日、10日
予
算
の

12令和7年5月17日

一般質問令和7年3月7日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



質
問

浪
速
橋
は
、
市

道
八
島
通
り
線
と
交
差
す

る
祖
母
谷
川
に
架
か
る
橋

で
、
昭
和
33
年
に
架
設
さ

れ
、
昭
和
47
年
に
は
交
通

安
全
対
策
と
し
て
歩
道
橋

が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た

調
査
に
よ
り
、
こ
の
歩
道

橋
に
大
き
な
損
傷
が
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
令
和
３

年
９
月
か
ら
通
行
止
め
と

な
っ
て
い
る
。
浪
速
橋
は
、

東
舞
鶴
高
等
学
校
や
白
糸

中
学
校
の
通
学
路
と
な
っ

て
お
り
、
登
下
校
時
に
は

多
く
の
学
生
が
利
用
を

す
る
こ
と
か
ら
、
早
急

な
対
応
を
求
め
る
。
復

旧
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
問
う
。

答
弁

現
在
、
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
る
浪

速
橋
歩
道
橋
の
復
旧
方

法
に
つ
い
て
は
、
架
け

替
え
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
舞
鶴
工
業
高
等

専
門
学
校
の
橋
梁
の
専
門

家
を
は
じ
め
、
設
計
会
社

や
橋
梁
メ
ー
カ
ー
か
ら
も

意
見
を
い
た
だ
き
、
そ
の

結
果
、
架
け
替
え
で
は
な

く
、
費
用
的
に
も
有
利
で
、

か
つ
早
期
に
復
旧
可
能
な

補
修
方
法
に
つ
い
て
、
技

術
的
に
も
可
能
で
あ
る
と

の
判
断
に
至
っ
た
こ
と
か

ら
、
令
和
７
年
度
は
補
修

工
事
の
た
め
の
設
計
を
実

施
す
る
。

伊
田
悦
子

日
本
共
産
党
議
員
団

質
問　

中
学
校
給
食
費

無
償
化
は
、
保
護
者
か
ら

多
く
の
喜
び
の
声
を
聞
く
。

日
本
共
産
党
は
、
義
務
教

育
を
無
償
と
定
め
る
憲
法

に
基
づ
き
、
給
食
費
の
無

償
化
の
た
め
に
奮
闘
し
て

き
た
。
令
和
７
年
度
の
小

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

安
定
財
源
を
確
保
し
た
上

で
の
実
施
と
理
解
す
る
が
、

本
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

一
般
財
源
に
加

え
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
と
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
等
の
基

金
造
成
に
よ
り
、
計
画
的

か
つ
安
定
的
な
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
将
来
に

わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
事

業
と
す
る
覚
悟
で
あ
る
。

質
問　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
の
創
設
は
、
会

派
と
し
て
提
案
し
一
貫
し

て
求
め
て
き
た
。
令
和
７

年
度
創
設
に
向
け
一
歩
が

進
め
ら
れ
、
そ
の
決
断
を

評
価
し
、
歓
迎
す
る
。
そ

こ
で
、
今
後
の
市
民
へ
の

啓
発
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

制
度
は
対
象
と

な
る
人
だ
け
で
は
な
く
、

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会

づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
社

会
全
体
の
幸
せ
や
活
力

に
な
る
と
考
え
る
。
今

後
も
多
様
性
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
広
め
、

理
解
を
深
め
る
取
り
組

み
を
進
め
る
。

通行止めが続く浪速橋歩道部

誰もが輝き安心して
暮らせるまちづくりを

持続可能な地域医療

質
問　

令
和
６
年
度
設

置
さ
れ
た
舞
鶴
市
医
療
機

能
最
適
化
検
討
会
議
だ
け

の
議
論
で
は
な
く
、
12
月

に
東
西
２
会
場
で
実
施
さ

れ
た
市
民
と
の
意
見
交
換

会
や
、
各
公
的
病
院
職
員

向
け
の
説
明
会
で
の
意
見

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ

た
の
か
。
公
的
４
病
院
と

「
持
続
可
能
な
医
療
提
供

体
制
の
実
現
に
向
け
た
協

議
開
始
に
係
る
基
本
合
意

書
」
を
２
月
21
日
に
締
結

し
た
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

市
民
か
ら
医
療

提
供
体
制
の
見
直
し
や
、

公
的
病
院
職
員
か
ら
は
早

期
再
編
・
統
合
を
求
め
る

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

基
本
合
意
書
に
つ
い
て
は
、

目
指
す
べ
き
医
療
提
供
体

制
の
実
現
に
向
け
市
と
公

的
４
病
院
が
各
病
院
本
部

の
了
承
の
も
と
合
意
し
締

結
し
た
。
特
に
、
一
刻
を

争
う
よ
う
な
疾
患
や
救
急

医
療
で
は
、
市
内
で
完
結

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

質
問　

認
識
し
て
い
る

交
通
課
題
を
解
決
し
、
高

齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
施

策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

高
齢
者
が
利
用

し
や
す
い
新
た
な
交
通
手

段
の
研
究
・
検
討
を
進
め
、

公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

に
取
り
組
む
。

一般
質問

小
学
校
給
食
費
無
償
化
歓
迎

安
定
財
源
確
保
は

計
画
的
か
つ
安
定
的
な

財
源
確
保
に
努
め
る

QA

廣
瀬

昇

超
党
・
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
議
員
団

一般
質問

基
本
合
意
書
を

締
結
し
た
理
由
は

最
適
な
医
療
提
供
体
制
の

形
態
を
見
出
し
た
い

QA

谷
川
眞
司

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

一般
質問

浪
速
橋
の
復
旧
工
事
の

進
捗
状
況
は

令
和
７
年
度
は

補
修
工
事
の
設
計
を
実
施

QA

QA

QA

QA

多
様
性
へ
の

理
解
促
進
は

知
識
を
広
め
、

理
解
を
進
め
る

QQAA

高
齢
者
移
動
手
段
の

確
保
策
は

新
た
な
手
段
を

研
究
検
討
す
る

QQAA

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ
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一般

一般質問令和7年3月7日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



質
問

市
役
所
前
駐
車

場
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
も

増
え
、
路
線
バ
ス
も
乗
り

入
れ
さ
れ
便
利
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
方
通
行
の
逆

走
や
駐
車
の
際
に
縁
石
ブ

ロ
ッ
ク
に
車
両
が
接
触
す

る
事
案
が
多
発
し
て
い
る
。

市
と
し
て
、
抜
本
的
な
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

一
方
通
行
の
逆

走
や
縁
石
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の

接
触
な
ど
を
防
止
す
る
た

め
、
視
覚
的
に
確
認
で
き

る
常
設
の
表
示
を
す
る
な

ど
、
景
観
に
配
慮
し
つ
つ

引
き
続
き
安
全
に
利
用
で

き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
る
。

質
問

水
産
業
の
振
興

に
つ
い
て
、
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
魚
と
し
て
、
近
年
、

漁
獲
が
増
加
し
、
近
畿
随

一
の
漁
獲
量
を
誇
る
「
ク

ロ
マ
グ
ロ
」
の
普
及
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

ま
た
、
京
都
府
の
ク
ロ
マ

グ
ロ
と
し
て
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
も
重
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

生
産
者
、
漁
協
、

流
通
組
合
等
が
協
力
し
、

市
内
に
小
型
マ
グ
ロ
を
提

供
で
き
る
仕
組
み
や
メ

ニ
ュ
ー
、
冷
凍
品
の
開
発

等
を
行
い
普
及
さ
せ
る
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
非
常
に
重

要
な
訴
求
要
素
で
、
国
内

を
代
表
す
る
京
都
府
産
マ

グ
ロ
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

眞
下
弘
明

新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

質
問　

昭
和
20
年
10
月

７
日
の
引
揚
第
一
船
「
雲

仙
丸
」
の
入
港
を
は
じ
め

と
し
て
、
翌
年
７
月
ま
で

は
引
き
揚
げ
の
中
心
は
西

舞
鶴
で
あ
り
、
多
く
の
引

揚
者
を
見
送
っ
て
き
た
引

揚
列
車
見
送
り
の
松
は
80

年
の
年
月
を
経
て
10
メ
ー

ト
ル
の
高
さ
に
成
長
し
て

い
る
。
こ
の
歴
史
あ
る
松

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
、
有
志
の
方
々
の
手

で
剪
定
や
看
板
設
置
も

行
っ
て
い
る
が
、
認
知
度

も
情
報
量
も
少
な
い
。
今

後
の
引
揚
列
車
見
送
り
の

松
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
有

志
の
方
と
本
市

の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
、
見
解

を
問
う
。

答
弁

令
和

７
年
は
戦
後
、

引
揚
開
始
80
年

と
い
う
歴
史
の
節
目
を
迎

え
る
。
引
揚
列
車
見
送
り

の
松
や
引
き
揚
げ
に
ま
つ

わ
る
歴
史
な
ど
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
引
揚
の
史
実
に

思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
く

皆
さ
ま
と
と
も
に
広
く
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
語
り
部

や
平
和
祈
念
式
典
で
の
献

茶
・
献
花
、
引
揚
桟
橋
等

の
清
掃
活
動
、
引
揚
列
車

見
送
り
の
松
の
維
持
管
理

な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

思
い
、
お
力
添
え
の
も
と
、

ま
ち
ぐ
る
み
で
貴
重
な
歴

史
を
つ
な
い
で
い
く
考
え

で
あ
る
。

西舞鶴駅前の
引揚列車見送りの松

質
問　

学
校
給
食
費
無

償
化
は
、
令
和
５
年
９
月

の
時
点
で
、
１
７
８
４
自

治
体
の
う
ち
、
５
４
７
自

治
体
に
お
い
て
、
小
・
中

学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
た
完
全
無
償
化
を
実

施
し
て
い
る
。「
義
務
教

育
は
無
償
」
と
い
う
憲
法

の
定
め
に
照
ら
し
て
も
、

自
治
体
の
財
政
力
格
差
の

観
点
か
ら
も
、
無
償
化
を

地
方
自
治
体
の
予
算
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
国
の

支
出
で
全
国
一
律
に
無
償

化
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
市
に
お
け

る
学
校
給
食
費
無
償
化

事
業
の
目
的
は
何
で
あ

る
の
か
。
そ
の
見
解
を

問
う
。

答
弁

学
校
給
食
の

目
標
は
、
成
長
期
に
あ

る
児
童
生
徒
が
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食

を
楽
し
く
食
べ
な
が
ら
、

望
ま
し
い
食
生
活
の
基
礎

を
知
り
、
健
康
の
保
持
増

進
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ

り
、
全
児
童
生
徒
を
対
象

と
し
て
い
る
。
令
和
６
年

度
２
学
期
か
ら
中
学
校
給

食
費
の
無
償
化
を
実
施
し

て
い
る
が
、
学
校
給
食
費

の
無
償
化
は
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
社
会
で

支
え
る
環
境
の
充
実
を
図

る
も
の
で
あ
り
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
軽
減
や
子
育

て
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
も
の
で
あ
る
。

一般
質問

引
揚
見
送
り
の
松
と

本
市
の
関
わ
り
方
は

ま
ち
ぐ
る
み
で
貴
重
な

歴
史
を
つ
な
い
で
い
く

QA

上
野
修
身

一般
質問

学
校
給
食
費

無
償
化
の
目
的
は

保
護
者
負
担
の
軽
減
と

子
育
て
環
境
の
整
備

QA

松
田
弘
幸

公
明
党
議
員
団

一般
質問

車
両
と
縁
石
の
接
触
事
故
の

防
止
対
策
を

接
触
防
止
を
促
す

常
設
の
表
示
を
す
る

QA

栄養バランスの取れた
学校給食の無償化を

QA

QA QA

車が接触をする危険のある
縁石ブロック

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

QA
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を

市
内
提
供

知
名
度
Ｕ
Ｐ
を
図
る

QQAA

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

14令和7年5月17日

一般

予
算
の

14令和7年5月17日

一般質問令和7年3月7日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



質
問

令
和
６
年
度
補

正
予
算
の
福
祉
施
設
に
対

す
る
物
価
高
騰
対
策
支
援

事
業
給
付
金
や
、
令
和
７

年
度
予
算
の
全
世
帯
・
全

民
間
事
業
所
の
水
道
基
本

料
金
の
二
カ
月
分
減
免
な

ど
が
あ
る
一
方
、
赤
れ
ん

が
周
辺
開
発
な
ど
大
型
の

事
業
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
財
政
運
営
を
暮
ら

し
や
福
祉
、
教
育
最
優
先

に
切
り
替
え
る
べ
き
で
は
。

答
弁

令
和
７
年
度
予

算
で
は
、
暮
ら
し
、
福
祉
、

教
育
優
先
の
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
編
成
し
た
。
限
ら

れ
た
財
源
で
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
効
果
的
な
予
算

編
成
が
重
要
と
考
え
る
。

質
問

京
都
府
は
、
市

町
村
が
府
に
支
払
う
納
付

金
を
令
和
６
年
度
か
ら
２

年
連
続
で
大
幅
に
増
額
し

た
。こ
の
こ
と
か
ら
、本
市

の
国
保
料
も
鴨
田
市
長
に

な
っ
て
２
年
連
続
の
値
上

げ
と
な
る
が
、
令
和
７
年

度
は
据
え
置
く
べ
き
で
は
。

答
弁

令
和
７
年
度
の

保
険
料
は
、39
・
３
％
を
引

き
上
げ
る
と
こ
ろ
基
金
約

２
億
５
８
０
０
万
円
を
投

入
し
、
12
％
増
に
抑
え
た
。

今
後
３
年
間
で
段
階
的
に

引
き
上
げ
、
本
来
必
要
な

保
険
料
と
な
る
よ
う
基
金

活
用
計
画
を
策
定
し
た
。

福
本
明
日
香

超
党
・
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
議
員
団

質
問　

大
雪
で
の
判
断

基
準
で
は
、
市
内
一
律
の

休
校
が
難
し
い
理
由
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

近
隣
で
本
市
だ
け
が
積
雪

が
多
い
の
に
も
関
わ
ら
ず

学
校
へ
行
っ
た
こ
と
は
、

市
内
外
か
ら
も
疑
問
の
意

見
が
あ
っ
た
。
保
護
者
や

子
ど
も
が
安
心
し
て
登
下

校
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

こ
れ
ま
で
は
、

地
域
に
よ
っ
て
積
雪
量
等

が
異
な
る
た
め
、
地
域
性

に
よ
っ
て
校
長
が
判
断
す

る
と
し
て
い
た
が
、
昨
今
、

集
中
的
な
降
雪
の
状
況
を

鑑
み
、
暴
風
雪
警
報
ま
た

は
大
雪
警
報
が
発
表
さ
れ

た
場
合
の
臨
時
休
校
に
つ

い
て
、
現
在
、
小
・
中
学

校
長
会
と
協
議
し
基
準
の

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

産
後
ケ
ア
事
業

の
実
施
が
義
務
化
さ
れ
て

き
た
中
、
産
後
指
導
士
の

活
用
は
本
市
に
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。
産
後
指

導
士
な
ど
、
産
後
支
援
の

関
わ
り
に
つ
い
て
本
市
の

見
解
を
問
う
。

答
弁

産
前
産
後
の
取

り
組
み
は
、
地
域
の
活
動

団
体
や
多
様
な
支
援
者
に

も
協
力
い
た
だ
き
、
産
後

指
導
士
を
含
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

老朽水道管布設替え工事の様子

歩くのに支障をきたす
大雪時の積雪量

質
問　

甚
大
な
被
害
の

場
合
、
支
援
や
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
復
旧
に
必
要
以
上

の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
避
難
生
活
の

長
期
化
も
あ
り
得
る
。
現

状
況
下
に
お
い
て
は
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
た
め
、

災
害
に
備
え
た
取
り
組
み

や
仮
に
断
水
が
生
じ
た
と

し
て
も
、
早
期
復
旧
に
努

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大

変
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

本
市
と
し
て
、
普
段
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。
仮
に
断
水

と
な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
考
え
で
早
期
復
旧
に

向
け
て
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
の
か
を
問
う
。

答
弁

本
市
で
は
、
安

全
で
安
心
し
た
水
道
水
を

供
給
で
き
る
よ
う
、
配
水

管
整
備
計
画
に
基
づ
き
１

０
０
年
間
の
耐
久
性
・
耐

震
性
の
あ
る
管
路
を
積
極

的
に
採
用
し
、
年
間
約
５

㌔
㍍
の
耐
震
化
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
水

道
管
や
施
設
が
破
損
し
断

水
が
生
じ
た
場
合
は
、
迅

速
に
復
旧
で
き
る
あ
ら
ゆ

る
方
法
を
検
討
し
、
市
民

生
活
に
支
障
が
生
じ
な
い

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

水
道
関
連
事
業
者
と
の
緊

急
時
出
動
体
制
や
水
道
協

会
の
給
水
支
援
体
制
を
維

持
し
、
早
期
復
旧
を
図
る
。

一般
質問

大
雪
の
登
下
校
時
の

安
心
対
策
は

小
・
中
学
校
長
会
と

協
議
し
進
め
て
い
る

QA

杉
島
久
敏

公
明
党
議
員
団

一般
質問

災
害
に
備
え
た

生
活
用
水
の
確
保
は

耐
震
化
率
の
向
上
や

緊
急
時
の
体
制
を
整
え
る

QA

小
西
洋
一

日
本
共
産
党
議
員
団

一般
質問

市
の
財
政
運
営
を

暮
ら
し
・
福
祉
を
最
優
先
に

バ
ラ
ン
ス
と
れ
た

効
果
的
な
予
算
編
成
が
重
要

QA

QA
産
後
指
導
士
な
ど
の

活
用
は

多
様
な
方
に

関
わ
っ
て
も
ら
う

QQAA

QA
７
年
度
国
保
料
は

据
え
置
き
を

基
金
投
入
で

12
％
増
に
抑
え
た

QQAA

QA

暮らし・福祉・教育最優先の
財政運営に

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

15 まいづる市議会だよりNo.195

一般

一般質問令和7年3月7日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



質
問

中
学
校
体
育
館

に
順
次
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
る
が
、
今
回
選
定
し

た
熱
源
と
方
式
、
出
力
の

詳
細
と
選
定
理
由
、
そ
し

て
市
民
の
利
用
料
金
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
能
登

半
島
地
震
で
は
多
く
の
集

落
が
長
期
間
停
電
と
な
り
、

ガ
ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）
方
式
が

再
評
価
さ
れ
て
い
る
。
自

立
運
転
可
能
で
ガ
ス
も
市

内
事
業
者
か
ら
供
給
可
能
、

か
つ
調
理
に
も
使
用
で
き

る
。
災
害
時
の
運
用
を
考

慮
し
、
指
定
避
難
所
で
あ

る
小
学
校
体
育
館
に
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｐ
方
式
で
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答
弁

導
入
予
定
の

エ
ア
コ
ン
は
、
電
気
駆

動
の
大
風
量
ス
ポ
ッ
ト

エ
ア
コ
ン
を
予
定
し
て

お
り
、
体
育
館
ご
と
の

エ
ア
コ
ン
の
総
馬
力
は
定

格
出
力
で
24
馬
力
で
あ
る
。

市
民
の
利
用
料
金
は
、
供

用
開
始
ま
で
に
お
知
ら
せ

す
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
方

式
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

は
、
避
難
所
機
能
の
向
上

を
図
る
有
効
な
エ
ア
コ
ン

方
式
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
小
学
校
体
育
館
へ

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す

る
際
に
は
、
総
合
的
に
比

較
・
検
討
を
行
い
、
各
学

校
の
利
用
形
態
に
適
し
た

空
調
設
備
方
式
を
決
定
し

て
い
く
。

水
嶋
一
明

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

質
問　

市
民
の
健
康
寿

命
の
延
伸
を
目
指
さ
れ
、

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
推
進
さ
れ
て
い
か
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
は
10
年
20
年
後
に
や
っ

と
実
と
な
り
成
果
が
出
て

く
る
大
変
な
取
り
組
み
で

あ
る
。
ま
だ
、
一
年
間
で

は
あ
る
が
「
第
２
次
舞
鶴

市
健
康
増
進
計
画
」
に
基

づ
き
、
実
施
さ
れ
た
施
策

の
進
捗
状
況
や
成
果
、
課

題
等
に
つ
い
て
問
う
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
踏
ま
え
「
第
２
次
舞

鶴
市
健
康
増
進
計

画
」
を
今
後
ど
の
よ

う
に
推
進
さ
れ
て
い

く
の
か
、
本
市
の
見

解
を
問
う
。

答
弁

生
活
習
慣

の
改
善
は
、
若
い
世

代
か
ら
の
継
続
し
た

取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
医
療
機

関
等
の
専
門
機
関
や
企
業・

団
体
と
も
連
携
を
図
り
、

幼
少
期
か
ら
高
齢
期
ま
で

の
全
て
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

に
応
じ
た
取
り
組
み
を
強

化
し
、
個
人
の
主
体
的
な

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
企
業
・
関
係
団
体
、

学
校
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
等
と
連
携
・
協
働
し
、

社
会
全
体
で
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
支
え
る
基
盤
整

備
を
行
い
、
市
民
の
健
康

寿
命
の
延
伸
に
努
め
る
考

え
で
あ
る
。

健康寿命の延伸を目指す
健康セミナーを開催

質
問　

災
害
や
除
雪
対

応
、
有
事
の
際
の
備
え
に

お
い
て
も
建
設
業
界
は
大

切
で
あ
る
。
健
全
経
営
で

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

強
く
思
う
。
国
道
27
号
西

舞
鶴
道
路
で
の
市
内
業
者

の
関
わ
り
や
、
臨
港
道
路

上
安
久
線
の
山
を
切
り
拓

く
工
事
で
は
、
十
分
工
事

に
参
入
で
き
る
も
の
と
考

え
る
。
ま
た
、
防
衛
省
に

お
か
れ
て
は
、
海
上
自
衛

隊
の
岸
壁
や
庁
舎
等
の
工

事
が
始
ま
る
よ
う
に

聞
い
て
い
る
。
こ
の

工
事
も
地
元
発
注
を

望
む
も
の
で
あ
る
が
、

本
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

国
土
交
通

省
で
は
、
工
事
の
発

注
に
あ
た
り
、
災
害

発
生
時
に
迅
速
に
活

動
で
き
る
地
元
企
業

の
参
入
や
、
建
設
業
の
将

来
の
担
い
手
で
あ
る
技
術

者
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
施
工
実
績
だ
け
で

な
く
、
緊
急
時
の
施
工
体

制
や
災
害
に
使
用
で
き
る

建
設
機
械
の
保
有
状
況
を

評
価
す
る
な
ど
、
入
札
参

加
条
件
を
緩
和
さ
れ
て
お

り
、
市
内
業
者
の
受
注
機

会
が
拡
大
さ
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。
引
き
続

き
、
市
議
会
や
商
工
会
議

所
な
ど
と
連
携
し
、
強
く

要
望
し
て
い
く
。

一般
質問

第
２
次
舞
鶴
市

健
康
増
進
計
画
の
推
進
は

一
人
ひ
と
り
の
行
動
変
容
を

促
す
こ
と
が
重
要

QA

高
橋
秀
策

一般
質問

国
の
公
共
工
事

市
内
業
者
の
受
注
機
会
は

受
注
機
会
の
確
保
に
向
け

国
へ
強
く
要
望
す
る

QA

野
瀬
貴
則

新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

一般
質問

小
学
校
体
育
館
空
調

災
害
に
強
い
ガ
ス
方
式
を

利
用
形
態
に
適
し
た

方
式
を
決
定
す
る

QA

QA

QA QA

瞬間出力や設置スペースなど
多くのメリットがあるガス方式

超
党
・
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
議
員
団

QA

※

※ GHP … Gas engine driven Heat Pumpの略。 ガスエンジンでコンプレッサーを駆動させる冷暖房空調システム。

完成が期待される公共工事

予
算
の
概
要

委
員
会
審
査

討　
　

論

採
決
結
果

代
表
質
問

一
般
質
問

定
例
会
予
定

議
会
報
告
会

議
会
学
習
会

議
会
Ｐ
Ｒ

16令和7年5月17日

一般

予
算
の

16令和7年5月17日

一般質問令和7年3月7日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



質
問

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の

推
進
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
業
務
改
善
の

戦
略
を
策
定
し
、
全
庁
的

な
変
革
を
促
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
組
織
改

革
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

行
政
窓
口
で
の
申
請
書
類

を
「
書
か
な
い
窓
口
」
と

し
て
、
窓
口
に
行
か
な
く

て
も
申
請
が
で
き
る
「
行

か
な
い
窓
口
」
へ
の
移
行

を
目
指
し
、
市
民
と
行
政

双
方
の
利
便
性
向
上
を
図

る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
、
効
率
的
で
市
民
に

と
っ
て
利
用
し
や
す
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目

指
し
た
本
市
の
取
り
組
み

を
問
う
。

答
弁

令
和
６
年
４
月

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策

定
後
も
書
類
確
認
の
複
雑

さ
や
対
面
審
査
、
紙
面
で

通
知
が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー

ス
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
へ
の
移
行
が
進
み
に
く

い
課
題
が
あ
る
。
令
和
６

年
４
月
、
政
策
推
進
部
に

デ
ジ
タ
ル
推
進
室
と
改
革

推
進
課
を
配
置
し
、
全

庁
的
か
つ
積
極
的
に
デ

ジ
タ
ル
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
も
窓

口
等
で
の
利
便
性
の
向

上
と
業
務
改
革
を
図
り
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極

的
に
活
用
し
た
施
策
の

展
開
・
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
取
り
組
む
。

眞
下
隆
史

新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

質
問　

中
山
間
地
が
占

め
る
本
市
の
土
地
柄
、
農

業
従
事
者
に
と
っ
て
は
大

規
模
営
農
が
難
し
く
、
兼

業
・
自
給
農
家
に
と
っ
て

は
農
地
を
保
有
す
る
こ
と

自
体
が
負
担
に
な
り
、
現

在
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加

し
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
課
題
解
決
に
向
け
、

市
が
実
施
し
て
い
る
「
地

域
計
画
」
で
は
、
地
域
で

協
議
し
借
り
手
に
と
っ
て

農
業
が
し
や
す
い
農
地
を

集
約
し
、
信
頼
で
き
る
身

近
な
農
業
従
事
者
に
維
持

し
て
も
ら
う
。
そ
れ
で
も

困
難
な
場
合
は
「
農
地
バ

ン
ク
」
に
登
録
す
る
こ
と

が
有
効
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
問
う
。

答
弁

農
地
中
間
管
理

機
構
「
農
地
バ
ン
ク
」
は
、

以
前
は
公
募
に
よ
り
農
地

貸
付
を
行
っ
て
い
た
が
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
市
町

村
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
地
域
計
画
の
策

定
に
よ
り
、
営
農
が
困
難

な
農
地
や
経
営
の
拡
大
を

希
望
す
る
耕
作
者
を
把
握

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
貸
し
た
い
農
地
と

借
り
た
い
農
業
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
具
体

的
な
実
施
方
法
を
よ
く
検

討
し
、
今
後
、
市
が
そ
の

業
務
を
担
っ
て
い
く
。

利用しやすいサービスを目指す
市民窓口

質
問　

日
本
海
側
の
拠

点
に
な
る
本
市
は
、
大
規

模
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き

の
重
要
な
基
地
に
な
る
の

は
明
白
で
あ
る
。
災
害
の

現
場
に
必
要
な
も
の
は
物

資
と
医
療
関
係
者
で
あ
る

が
、
本
市
に
は
災
害
専
門

の
艦
船
も
医
療
関
係
者
も

い
な
い
。
そ
こ
で
提
案
と

し
て
、
防
衛
省
で
も
保
安

庁
で
も
よ
い
が
、
病
院
船

を
建
造
し
、
こ
こ
舞
鶴
に

配
備
し
て
い
た
だ
き
、
災

害
発
生
時
に
は
即
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
本
市
で
誘
致
を

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ

の
提
言
に
つ
い
て
、
本
市

の
見
解
を
問
う
。

答
弁

令
和
６
年
６
月
、

病
院
船
推
進
法
が
施
行
さ

れ
た
。
こ
れ
は
災
害
時
や

感
染
症
の
発
生
・
ま
ん
延

や
そ
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

に
備
え
、
船
舶
を
活
用
し

た
医
療
提
供
体
制
の
整
備

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
大
規
模
災
害
時

に
特
に
陸
路
が
途
絶
さ
れ

た
地
域
や
離
島
に
対
し
て
、

陸
上
医
療
機
関
を
補
完
す

る
こ
と
が
、
期
待
さ
れ
る
。

本
市
と
し
て
は
、
国
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

本
市
が
有
す
る
特
性
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
た
対

応
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

一般
質問

農
地
課
題
に
対
し
市
が

全
面
的
に
関
与
す
べ
き

中
間
管
理
機
構
事
務
を

今
後
は
市
が
担
う

QA

南

正
弘

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

一般
質問

災
害
時
に
備
え

病
院
船
の
誘
致
が
必
要
で
は

国
の
動
向
を
注
視
し

必
要
な
対
応
を
行
う

QA

小
谷
繁
雄

公
明
党
議
員
団

一般
質問

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
を

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

QA

QA

QA

QA

今後想定される大規模災害等

確実に減少している農業従事者

農業形態割合

総農家 自給農家 販売農家 専業農家 兼業農家
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一般

一般質問令和7年3月7日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。
質問事項は次のとおりです。



質
問

本
市
は
人
口
枯

渇
時
代
を
迎
え
、
２
０
４

５
年
に
は
統
計
で
約
５
万

５
千
人
と
想
定
さ
れ
て
お

り
、
歳
入
見
通
し
は
大
変

厳
し
く
な
る
。
一
方
、
令

和
７
年
度
は
多
額
の
市
債

を
起
債
す
る
予
算
編
成
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
歳
出
の

拡
大
も
避
け
れ
そ
う
に
な

い
。
西
消
防
署
の
建
設
、

図
書
館
の
再
編
、
さ
ら
に

は
、
病
院
再
編
に
係
る
新

病
院
の
建
設
も
多
額
の
歳

出
が
見
込
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
改
め
て
、
今
後

の
歳
入
見
込
額
の
推
移
と

歳
出
見
込
額
の
推
移
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に

見
通
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

歳
出
に
つ
い
て

は
、
福
祉
や
医
療
、
介
護

等
の
社
会
保
障
関
係
施
策

の
充
実
に
よ
る
義
務
的
、

経
常
的
経
費
の
増
加
に
加

え
、
社
会
基
盤
や
公
共
施

設
等
の
長
寿
命
化
対
策
、

さ
ら
に
は
、
近
年
の
物
価

高
騰
対
策
や
人
手
不
足
に

伴
う
処
遇
改
善
対
策
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
今
後
も

財
政
需
要
は
大
き
く
拡
大

す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
予
算

に
お
け
る
市
債
発
行
額
は
、

令
和
６
年
度
当
初
予
算
と

比
較
し
、
22
億
５
１
５
０

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い

る
。

尾
関
善
之

自
民
党
鶴
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

質
問　

令
和
２
年
度
の

東
西
循
環
線
利
用
者
数
は

25
万
５
２
１
３
人
と
多
い
。

そ
の
主
な
要
因
は
東
西
の

駅
や
公
的
４
病
院
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
沿
線
の
商
業

施
設
、
行
政
機
関
な
ど
の

集
積
と
考
え
る
。
府
北
部

連
携
都
市
圏
で
は
、
路
線

バ
ス
の
利
用
上
限
を
２
０

０
円
に
設
定
し
た
こ
と
で
、

利
用
者
が
１
・
４
倍
に
増

加
し
た
。
東
西
循
環
線
で

料
金
均
一
制
度
の
実
証
実

験
を
実
施
し
、
そ
の
効
果

を
確
認
し
た
上
で
他
の
路

線
も
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。
ま
ず
は
乗
っ
て
み
た

い
と
感
じ
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
い
、
実
証
実
験

を
実
施
し
て
は
と
考
え
る

が
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁

東
西
循
環
線
を

は
じ
め
市
内
バ
ス
路
線
で

採
用
さ
れ
て
い
る
距
離
制

運
賃
は
、
受
益
者
負
担
の

原
則
の
も
と
、
利
用
者
間

の
公
平
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
運
行
コ
ス
ト
を

反
映
し
た
運
賃
収
入
を
得

る
こ
と
で
、
適
正
な
路
線

運
営
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
市

と
し
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
、
バ
ス
事
業
者
を
し
っ

か
り
と
支
援
し
、
積
極
的

な
利
用
促
進
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
路
線
の
維
持
・

確
保
に
努
め
て
い
く
。

西舞鶴駅からの東西循環線バス

一般
質問

路
線
バ
ス
で
の
料
金
均
一

制
度
の
実
証
実
験
は

積
極
的
な
利
用
促
進
で

維
持
・
確
保
に
努
め
る

QA

山
本
治
兵
衛

新
政
ク
ラ
ブ
議
員
団

一般
質問

今
後
の
財
政
状
況
の

見
通
し
は

昨
年
度
に
比
較
し
て

22
億
円
以
上
の
市
債
発
行

QA

QA

QA QA

令和7年度の予算案  大きな市債の発行

歳入歳出予算事項別明細書

令和7年度予算額款

歳入合計

寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
市 債

512,458
1,784,706

1
800,936
4,215,900
40,490,920

536,559
1,144,173

1
721,136
1,964,400
36,169,180

△ 24,101
640,533

0
79,800

2,251,500
4,321,740

20
21
22
23
24

令和6年度予算額 比較増減
（単位：千円）

令和７年度舞鶴市一般会計予算説明書より抜粋

QA

6月定例会予定6月定例会予定6月定例会予定6月定例会予定

※予定は変更することがあります。

本会議（開会・提案説明）
請願受理締切
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議案質疑）
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会分科会・常任委員会
予算決算委員会
本会議
（委員長報告・質疑・討論・採決・閉会）

6 月
2日（月）
9日（月）
12日（木）
13日（金）
16日（月）
18日（水）
19日（木）
24日（火）
30日（月）

手話通訳者・要約筆記者を配置できます

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

本会議や委員会等はどなたでも

傍聴することができます。

聴覚等に障害のある方が本会議等を傍聴される場合は、事前予約により、
手話通訳者・要約筆記者を配置します。
ご希望の方は、傍聴予定日の７日前の午後５時までに

「手話通訳・要約筆記申込書」に必要事項を記入の上、
窓口へ持参、またはFAX、郵送によりご提出ください。
なお、日程の都合などにより、手話通訳者・要約筆記

者が配置できない場合がありますのでご了承の上、お早
めにご相談ください。

詳しくはホームページをご覧ください。

詳しいお問い合わせは市議会事務局へ　☎66-1060

舞鶴市議会 検索

議会を傍聴
してみませんか
議会を傍聴
してみませんか
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18令和7年5月17日

質
問

渇
時
代

５
年
に

５
千
人

り
、
歳

厳
し
く

和
７
年

一般
質問QA

予
算
の
概

18令和7年5月17日

一般質問
定例会の予定・議会傍聴

令和7年3月7日、10日に本会議を開き、18人が一般質問を行いました。質問事項は次のとおりです。



　舞鶴市議会では、議会の「見える化」を図る方法の１つとして、「舞鶴市議会公式YouTubeチャンネル」
を開設しています。
　本会議や委員会のライブ配信・録画配信に加えて、定例会の概要
報告や委員会の活動報告など、舞鶴市議会がどのような活動をし
ているかをご理解いただくための動画を配信していますので、是非
ご覧ください。

QA

QA

QA

　舞鶴市議会基本条例の理念に基づいて、議会活動に関する説明責任を果たすとともに、市民の皆さまの
多様な意見を的確に把握する機会として、「まちづくりの主役である市民の皆さま」と「住民自治の根幹で
ある市議会」が一緒に舞鶴市の将来（よりよいまちづくり）について考え、市政に反映させるため、「議会
報告会」を開催することとしました。

　その第１回目として、令和7年4月8日に、以下の
内容で開催しました。
  1 開会挨拶と趣旨説明  （議長）
  2 当日の内容と進め方の説明  （副議長）
  3 舞鶴市の現状と議会の取組の説明  （議長）
  4 ３月定例会の概要説明  （議会運営委員会委員長）
  5 ３および４に関する質疑応答  （参加者⇔議員）
  6 舞鶴市の将来に向けた意見交換  （参加者⇔議員）

　「舞鶴市の将来に向けた意見交換」では、限られた時間ではありましたが、防災や子どもたちの健全育成
などに地域コミュニティが果たす役割の重要性を中心に参加者の皆さまから意見が出され、議員も自身の
思いを述べるなど、貴重な意見交換の場となりました。
参加者の皆さまのアンケートでは、「市の状況や議会の役割などが理解できた」「意見交換の場があるのが
良かった」「今後も継続してほしい」など、開催した意義があったと感じられるご意見をいただきました。
　議会報告会の内容とアンケートの結果は、ホームページに掲載していますので、ご覧ください。

　次回の議会報告会は、改善・工夫を重ねて7月開催を予定しております。
　舞鶴市議会のホームページやフェイスブックなどでお知らせしますので、
ぜひご参加ください。

議会報告会を開催しました

舞鶴市議会の情報発信舞鶴市議会の情報発信 ～ YouTube と Facebook ～

チャンネル登録を
よろしくお願いします。

　チャンネル登録や「いいね！」もお願いします。

　「市民に開かれた議会」に向けた取り組みとして、市議会
公式Facebookにて、議会活動に関する様々な情報を随時
発信していますので、是非ご覧ください。

舞鶴市議会
YouTube

舞鶴市議会
Facebook

舞鶴市議会
ホームページ

舞鶴市議会 公式YouTubeチャンネル舞鶴市議会 公式YouTubeチャンネル舞鶴市議会 公式YouTubeチャンネル

舞鶴市議会 公式Facebook舞鶴市議会 公式Facebook舞鶴市議会 公式Facebook

報告書は、こちらの
ＱＲコードからも
ご覧いただけます。
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会報告会を開催しました告会を開催しました会報告会を開催しました

議会報告会を開催
舞鶴市議会の情報発信 ～ YouTubeとFacebook ～



　舞鶴市議会では、議会に対する理解を促進し、より身近に感じていただくことを目的に、小・中
学校の児童生徒や高校の学生が議会の機能や役割などについて学ぶ機会を提供しています。
　令和７年１月には、市内の小学校５校の議会学習会を６回に分けて開催しました。
　この取り組みを通じて、将来、ふるさと舞鶴のために積極的に関わり、頑張りたいと思う人が多
くなることを期待しています。

中筋小学校 ６年２組

池内小学校・高野小学校６年生

中筋小学校 ６年１組

中筋小学校 ６年４組

岡田小学校・由良川小学校６年生

中筋小学校 ６年３組

発行／舞鶴市議会　編集／議会報編集部会 〒625－8555 舞鶴市字北吸1044番地　TEL.0773－66－1060  FAX.0773－62－7666
ホームページアドレス https://www.city.maizuru.kyoto.jp/sigikai/

小学校５校の「議会学習会」を開催しました議会防災訓練を実施議会防災訓練を実施

議会学習会を開催議会学習会を開催

議会の仕組みなどについて議長から説明
１ 諸報告

議会学習会の時間を簡易採決により議決
３ 会期の決定

後日作成する議会学習会の記録に署名する議員（児童）
２人を指名

２ 会議録署名議員の指名

投票により議員（児童）の中から議長を選出
４ 議長選挙

提案者の市長又は議員（いずれも児童）が議案の内
容を説明し、賛成の立場、反対の立場から、それ
ぞれ討論を行ったあと、押しボタン式投票による
採決で議決

５ 議案の審査

議会学習会の主な流れ議会学習会の開催日程

学校名

中筋小学校

岡田小学校
由良川小学校

池内小学校
高野小学校

学年・参加人数

６年生
12人

1月21日（火）
13:50～15:10

６年１組
28人

1月22日（水）
9:30～11:00

６年２組
26人

1月22日（水）
14:00～15:30

６年３組
26人

1月24日（金）
9:30～11:00

６年４組
29人

1月24日（金）
14:00～15:30

６年生
29人

1月27日（月）
9:30～11:15

開催日時

議会学習会内容は、各学校の意向を踏まえて柔軟に対応していますので、議会学習会に興味のある
学校関係者の方は、舞鶴市議会事務局（0773－66－1060（直通））までご相談ください。
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